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第1部は長野駅前にて、「政策制度実現街
頭！リレーアピール」として、街頭での緊急アンケー
ト実施とあわせて、働き方改革関連法施行を目
前に、中山会長・根橋事務局長より、長時間労
働の是正や36協定の適正な締結の徹底につ
いて訴えた。

第2部の県中央総決起集会では、冒頭、中山
会長より「人手不足も相まって、現場では働く者
へ過重な負担がかかっている。月例賃金の引き
上げにこだわり、働きの価値に見合った賃金水
準を追及し、社会全体のクラシノソコアゲをめざ
していこう！」と訴えた。

各部門連絡会の代表として、公益部門：情報

労連 小林 浩子さん、総合生活部門：全国一般 
芦沢 守さん、官公部門：自治労 小林　誠さん、
金属部門：自動車総連 倉沢 洋介さんから、最
後まで闘い抜く力強い決意が表明された。その
後、根橋事務局長より、闘争情勢の報告とあわ
せ、「2019闘争スローガンに込められている、春
季生活闘争を闘い抜くという決意と、波及力そ
のものを高める足掛かりの闘争とするという決
意が、私たちの“社会的使命”であることを改め
て確認し合い、今こそブレイクスルー！ともに頑張
ろう！」と訴えた。

最後に、小林 由佳男女平等参画推進委
員からの「3.8国際女性デーアピール」、村田 

連合長野と長野地協は、3月2日（土）、長野市南千
歳公園において2019春季生活闘争長野県中央総
決起集会を開催した。県内各地より構成組織・地協
役員約480名が結集し、ヤマ場に向けて闘い抜く決意
を固めた。広く社会への影響力を高めるため、集会と
あわせて、長野駅前での街頭アピール・デモ行進を実
施、また、男女平等参画推進委員会を中心とした国
際女性デー街頭行動を行うなど4部構成で開催した。

36協定に関する緊急街頭アンケート

フェイスブック　https://www.facebook.com/rengonagano/

2019春季生活闘争3.2 長野県中央総決起集会を開催！
～底上げ・格差是正をめざす私たちの「熱」を社会全体に拡げよう！～



由紀子副会長からの「3.2中央総決起集会アピール」
を採択、参加者全体で中山会長による「団結ガンバ
ロー」を力強く三唱した後、第3部のデモ行進へ出発、
長野駅前を大きな声でシュプレヒコールし「月例賃金
引上げにこだわろう！」「格差是正の実現！」「働きの
価値に見合った賃金水準の実現！」

「36協定の適切な締結！命を奪う
長時間労働の撲滅！」「働き方も含
めた取引の適正化を実現しよう！な
ど広く世間に訴えた。

2019闘争は、「底上げ・底支え・
格差是正」と「すべての働く者の立
場に立った働き方の見直し」を同時
に推し進め、すべての働く者・生活

者の希望と安心を取り戻す取り組みである。組織労
働者のみならず、未組織労働者・社会全体への大き
なうねりを起こすべく、連合長野・構成組織・地域協
議会・各労働組合・職場に至るまで総掛かりで行動し、
最後まで粘り強く闘い抜こう！

春闘情勢報告 中山会長による団結頑張ろう

情報労連 小林 浩子さん 全国一般 芦沢 守さん 自治労 小林　誠さん

自動車総連 倉沢 洋介さん 小林 由佳男女平等
参画推進委員

村田 由紀子副会長 シュプレヒコールしながらのデモ行進
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連合は、本年4月1日より改正労働基準法が施行さ
れることを踏まえ、より多くの人たちに働き方について
考えてもらい、「36協定」を浸透させる願いを込めて、3
月6日を「36（サブロク）の日」として制定し日本記念日
協会に登録、すべての職場でのよりよい働き方実現
をめざし、36協定の適切な締結の徹底や、地域・社会
における機運醸成を図るための取り組みを行っている。

連合長野においても、昨年より、構成組織および地域
協議会において、様々な取り組みを展開してきている。

最初の記念日となる3月6（水）夕方、長野駅前と松本
駅前の2ヶ所同時で、「Ａｃｔｉｏｎ！３６」街宣行動を実施し、
すべての事業所・職場での適切な「３６協定」の締結、
年休取得促進、長時間労働の是正について訴えた。

4月からは、罰則付き時間外労働の上限規制の導
入、労働時間の客観的
把握の義務化、年次有
給休暇取得促進の義務化
など、働く上でのルールが大き
く変わり、より一層、職場での
日常的な点検や労使間での
話し合い・協議が必要となる。

連合長野は、引き続き、社
会に対する発信力の強化
に努め、ワークルールの周
知・徹底および、すべての働
く者の立場に立った働き方
の見直しを進めていく。

3月6日は「36（サブロク）の日」
適切な36協定締結で、もっと働きやすく！
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罰則付き時間外労働の
上限規制の導入

中小企業への割増賃金
率の猶予措置廃止
（2023年より）

労働時間の客観的
把握の義務化

勤務間インターバル
制度導入の努力義務

年次有給休暇の
取得促進の義務化

取引上の配慮（短納期
発注や発注内容の
頻繁な変更を行わない
等）の努力義務

松本広域 3月6日（水）18時より　
松本駅前にて 連合長野・長野地協 3月6日（水）18時より　

長野駅前にて

2019年4月から
法律が改正されました！
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連合長野男女平等参画推進委員会
（村田由紀子委員長：連合長野副会長・
自治労）は、3月2日（土）、長野駅前にて、
春季生活闘争の取り組みの一環である

「3.8国際女性デー」街頭行動を実施、オリ
ジナルメモ帳700個やチラシを配付しなが
ら、職場の実態や、セクハラ・マタハラ被害
の防止・男性の育児参加の必要性などを

委員自らの声で訴えた。
今年についても、各地域協議会にご協力をいただ

き、2月から3月にかけて、各地域の春季生活闘争総
決起集会とあわせて、様々なアピール行動を実施し
た。1975年、国連が「3月8日」を国際女性デーと定め
てから44年が経過し、日本・世界で様々なアピール行

動が行われているが、認知度は
まだまだ低いのが現状である。

連合長野・男女平等参画推進
委員会は、女性たち自らが声をあ
げ、女性の尊厳や権利、労働条件
などについて考える「国際女性
デー」の取り組みを通じて、男性の
育児参加や、固
定的性別役割分
担意識の解消な
ど男女平等参画
社会の実現をめざ
していく。

３．８国際女性デー街頭行動実施 －男女平等参画推進委員会－
～男女が平等・対等な社会の実現に向けて～

街宣車の上で訴える
村田委員長

（3月2日・長野駅前）
オリジナルメモ帳を配付

長野地協と合同アピール
（2月15日・長野市トイーゴ広場）

上小地協：（3月1日・春闘総決起集会にて　バラの配付）

上伊那地協：（3月6日・春闘総決起集会にて　フォトムービーの上映、アルストロメリア配付）

佐久地協：（3月4日・春闘総決起集会にて　バラの配付）


